
No. 3

20 － 11
15 － 16
24 － 16
19 － 15

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F No. S PTS 3P 2P FT F
4 - - - - - 4 * 10 1 3 1 0
5 - - - - - 5 4 0 2 0 0
6 2 0 1 0 2 6 * 20 1 8 1 0
7 * 8 2 1 0 0 7 0 0 0 0 0
8 3 1 0 0 0 8 - - - - -
9 * 17 1 6 2 1 9 * 5 1 1 0 1

10 0 0 0 0 0 10 * 4 0 2 0 4
11 16 4 2 0 1 11 0 0 0 0 0
12 * 13 0 6 1 1 12 - - - - -
13 * 2 0 1 0 1 13 0 0 0 0 0
14 - - - - - 14 * 11 0 5 1 3
15 * 17 0 8 1 3 15 4 0 2 0 0

            
            

HC - HC -
78 8 25 4 9 58 3 23 3 8

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファールフリースロー

　第１クォーター、両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。愛媛県は、スクリーンプレイや＃１２のポストプレーを中心に攻撃を組み立てる。
対する香川県は、＃４と＃１４のドライブを中心に攻撃を組み立てる。２０－１１で愛媛県リード。
　第２クォーター、愛媛県は、ゾーンディフェンスに切り替え、香川県＃６のリング下の攻撃を防ごうと図る。一方攻撃は、起点を＃１１に変え、＃１１が
３Pを連続で沈める。一方香川県は、＃１４にボールを集め、＃１４のミドルシュートにより逆転を図るも、３５－２７で愛媛県リードで前半を終える。
　第３クォーター、後半は、両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。愛媛県は、第２クォーター同様に、＃１１を起点としたアウトサイドシュート
中心に攻撃を組み立てる。対する香川県は、速攻を中心に攻撃を組み立てるも、５９－４３で愛媛県リードのまま最終クォーターに突入する。
　第４クォーター、愛媛県は、第３クォーターから一変して、＃１５のドライブにより連続得点し、香川県を突き放そうと試みる。対する香川県は、＃６が
積極的に攻め、逆転を図るも差は縮まらず、７８－５８で愛媛県が国体への切符を手にした。
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 伊勢元晃司  香川　誠治 
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 石丸　知真  植村　尚友 

相原　伸康 
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 岡田　泰希  岩田　凌綺 

 重本　和毅  池本宗太朗 

 周　　　率  前田　虎城 
 足立　臣哉  國方　俊吾 
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